
版大規模科学計算システムニュースより

大規模科学計算システムニュースに掲載された記事の一部を転載しています。

ホームディレクトリの無料ストレージ増量および

年度の利用負担金について（ ）

年度は、利用者が無料で利用できるホームディレクトリ 利用者番号 配下 のストレー

ジ容量を、これまでの から に増量し、利用負担金は表 大学・学術利用 、表 民間機関利

用 のとおりとなります。

なお、今後電気料金が高騰した場合には、年度途中において負担経費を値上げする場合があります

こと、あらかじめご了承ください。

表１ 基本利用負担金【大学･学術利用】

区 分 項 目 利用

形態

負 担 額

演 算

負担経費

スーパー

コンピュータ

共有

利用ノード数 実行数、実行時間の制限有 無料 備考２

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき

利用ノード数 × 円 円

利用ノード数 以上 経過時間 秒につき

利用ノード数 × 円 円

占有

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

並列

コンピュータ

共有

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

占有 利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

可視化システムの 時間無料利用を含む

利用期間 ヶ月につき 円

可視化システムの 時間無料利用を含む

ファイル

負担経費

まで無料、追加容量 につき年額 円

出力

負担経費

大判プリンタによるカラープリント フォト光沢用紙 枚につき 円

クロス 枚につき 円
可視化

機器室利用
負担経費

時間の利用につき 円

備考
１ 負担額算定の基礎となる測定数量に端数が出た場合は、切り上げる。
２ 負担額が無料となるのは専用のジョブクラスで実行されたものとし、制限時間を超えた場合に

は強制終了する。
３ 占有利用期間は年度を超えないものとし、期間中に障害、メンテナンス作業が発生した場合に

おいても、原則利用期間の延長はしない。また、占有利用期間中のファイル負担経費は
まで無料とする。

４ ファイル負担経費については申請日から当該年度末までの料金とする。
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表２ 基本利用負担金【民間機関利用】

区 分 項 目 利用

形態

負 担 額

演 算

負担経費

スーパー

コンピュータ

共有

利用ノード数 実行数、実行時間の制限有 無料 備考２

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき

利用ノード数 × 円 円

利用ノード数 以上 経過時間 秒につき

利用ノード数 × 円 円

占有

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

利用期間 ヶ月につき 円

並列

コンピュータ

共有

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

利用ノード数 ～ まで 経過時間 秒につき 円

占有 利用ノード数 利用期間 ヶ月につき 円

可視化システムの 時間無料利用を含む

利用期間 ヶ月につき 円

可視化システムの 時間無料利用を含む

ファイル

負担経費

まで無料、追加容量 につき年額 円

出力

負担経費

大判プリンタによるカラープリント フォト光沢用紙 枚につき 円

クロス 枚につき 円

可視化
機器室利用
負担経費

時間の利用につき 円

備考

１ 負担額算定の基礎となる測定数量に端数が出た場合は、切り上げる。

２ 負担額が無料となるのは専用のジョブクラスで実行されたものとし、制限時間を超えた場合に

は強制終了する。

３ 占有利用期間は年度を超えないものとし、期間中に障害、メンテナンス作業が発生した場合に

おいても、原則利用期間の延長はしない。また、占有利用期間中のファイル負担経費は

まで無料とする。

４ ファイル負担経費については申請日から当該年度末までの料金とする。

（共同利用支援係）

科学技術計算言語 のバージョンアップについて（ ）

科学技術計算言語「 」のバージョンアップを行いましたのでお知らせいたします。

は、アルゴリズム開発、データの可視化、数値計算を行うための高レベルなテクニカル

コンピューティング言語と対話型環境です。 を利用することにより、 、 、 と

いった伝統的なプログラミング言語よりも短時間で科学技術計算の問題を解決することが可能です。
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バージョン名

バージョンアップ日 年 月 日 （月）

サービスホスト （並列コンピュータ）

起動コマンド （ 版）

（テキスト版）

新機能の概要、機能の詳細、実行方法については開発元 サイト、およびセンター サイトをご覧

ください。

開発元 サイト

センター サイト

（共同利用支援係）

平成 年度共同研究について（ ）

本センターでは、大規模科学計算システムの利用者と共同でプログラムやアルゴリズムを開発する

共同研究を行っています。今年度の募集に応募されたものについて共同研究専門部会で審査の結果、

以下の 件が採択されましたのでお知らせします。

萌芽型課題

申請者 所属 研究課題

有馬 卓司 東京農工大学

大学院工学研究院

大規模周期構造上に置かれたアンテナの特性解析

に関する基礎検討

松岡 浩 技術士事務所

ＡＩコンピューティン

グラボ

リカレントニューラルネットワークによる高解像

度流体解析コードの開発

一般課題

申請者 所属 研究課題

青木 秀之 東北大学大学院

工学研究科

不均一反応により変化する固体燃料の大規模シミ

ュレーション

茂田 正哉 大阪大学

接合科学研究所

熱プラズマ材料プロセスにおける熱・物質輸送の非

平衡過程の大規模数値シミュレーション

陳 強 東北大学大学院

工学研究科

高機能な大規模アンテナの電磁界数値解析法に関

する研究

塚原 隆裕 東京理科大学

理工学部

層流－乱流が共存する亜臨界遷移流れを対象とし

た大規模計算領域による直接数値解析

藤井 孝藏 東京理科大学

工学部

プラズマアクチュエータの新たな利用推進と関連

課題の解決に関する研究

前田 一郎 三菱航空機株式会社 民間航空機開発における大規模 解析の適用範

囲拡大

横堀 壽光 帝京大学

戦略的イノベーション

研究センター

マルチマテリアルにおける水素拡散凝集挙動に及

ぼすポテンシャル誘起駆動力特定解析プログラム

の開発

（スーパーコンピューティング研究部、共同研究支援係）
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計算科学・計算機科学人材育成のための

スーパーコンピュータ無償提供制度について

東北大学サイバーサイエンスセンターでは、計算科学・計算機科学分野での教育貢献・人材育成

を目的として、無料で大規模科学計算システムを利用できる制度を用意しております。提供の対象

は、大学院・学部での講義実習等の教育目的 卒業論文、修士論文、博士論文での利用を除く に限り

ます。利用を希望される場合は以下の情報を添えて、講義開始の 週間前までに

宛お申し込みください。

・講義担当者氏名

・同所属

・同連絡先（住所，電話，電子メール）

・講義名

・講義実施日時（１セメスターの中で実習を予定している回数）

・センター端末機室等での実習利用希望の有無（必要であれば予定日時）

・講師派遣の希望の有無

・講義シラバス

・講義ウェブ（もし用意されていれば）

・受講者数（予定）

・必要とする理由（利用目的：例えば、数値シミュレーションの研修を行うなど）

・期待できる教育効果

・居住性チェックリストの提出（受講者に外国人が居る場合）

参照： 外国人利用者

・その他（センターへの要望等）

なお、講義終了後、報告書（広報誌 へ掲載）の提出をお願いいたします。

たくさんのお申し込みをお待ちしております。不明な点は、 までお問い合

わせください。

スーパーコンピューティング研究部，共同利用支援係

民間企業利用サービスについて

東北大学サイバーサイエンスセンターでは、社会貢献の一環として大学で開発された応用ソフト

ウェアとスーパーコンピュータを、民間企業の方が無償または有償にてご利用頂ける制度を用意して

おります。本サービスにおける利用課題区分は以下の２つとなります。

・大規模計算利用 有償利用

・トライアルユース 無償利用

詳細については以下を参照し、利用を希望される場合は共同利用支援係までお申し込みください。

【問い合わせ先】

共同利用支援係

共同利用支援係
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大規模科学計算システムの機関（部局）単位での利用について

東北大学サイバーサイエンスセンターでは、大規模科学計算システムをご利用いただくにあたり、

利用負担金を利用者単位のほか、機関（部局）単位で年間定額をお支払いいただくことで利用できる

サービスも提供しております。このサービスは、機関（部局）単位でお申し込みいただくことにより、

その構成員であれば、各研究室が個別に利用負担金を支払うことなく、下記システムを利用できる仕

組みとなっております。

これまで計算機を利用する機会がなかった研究者による新たなニーズへの対応や研究室の計算機

では実行できなかった大規模シミュレーションが実行可能であり、また自前で計算機を導入するため

のコストや運用コストも削減可能です。すでにご利用いただいている機関（部局）からは、当初の予

想を上回るご利用をいただき、ご好評をいただいております。

占有利用・共有利用については必要に応じて取り混ぜながら、ご予算に合わせて、年間定額により

利用することが可能となっておりますので、ぜひご相談ください。

記

【利用可能なシステム】

・スーパーコンピュータ（ ）

・並列コンピュータ（ ）

・ストレージシステム

・大判カラープリンター（光沢紙、ソフトクロス紙）

・三次元可視化システム

【問い合わせ先】

共同利用支援係

（スーパーコンピューティング研究部，共同研究支援係，共同利用支援係）
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